
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
か
ら
す

で
に
六
十
六
年
、
三
百
万
人
の

命
の
上
に
、
指
導
者
は
「
国
家

政
策
の
失
敗
」
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
国
民
と
リ
ー

ダ
ー
の
社
会
シ
ス
テ
ム
、
戦
後

民
主
主
義
に
問
題
が
あ
る
と
し

か
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
ず
、
す
べ
き
第
一
番
は
世

襲
利
権
化
し
た
国
会
議
員
の
大

胆
削
減
で
す
。

そ
し
て
、
自
主
憲
法
に
一
刻

も
早
く
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
護
憲
を
語
る
人
た
ち
は

我
が
国
指
導
者
の
、

①
機
能
不
全

②
党
組
織
・
省
益
優
先
の
セ
ク

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

③
危
機
管
理
意
識
の
不
足

が
「
思
い
つ
き
」
の
総
理
を
生

み
だ
す
要
因
だ
と
は
考
え
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

結
果
、
幾
重
に
も
敗
戦
を
繰
り

返
す
の
で
す
。

こ
の
戦
後
憲
法
の
基
本
的
な

脆
弱
性
に
由
来
す
る
現
実
を
否

定
で
き
る
で
の
し
ょ
う
か
。

◇

◇

◇

◇

復
元
さ
れ
た
北
前
船

「
み
ち
の
く
丸
」
が
金
沢

港
に
６
日
寄
港
。
８
月
７

日
、
乗
船
見
学
を
し
ま
し

た
。
外
か
ら
見
た
感
じ
は

意
外
と
小
さ
い
、
帆
柱
は

高
さ
２
８
メ
ー
ト
ル
の
一

本
杉
に
圧
倒
さ
れ
る
木
造

船
。
板
一
枚
々
は
圧
倒
的

な
厚
さ
、
海
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
？

停
泊
し
て
い
て
も
う
ね
り

で
ゆ
っ
く
り
ロ
ー
リ
ン
グ
、

船
の
側
縁
は
低
く
海
が
荒

れ
れ
ば
転
落
確
実
、
莫
大

な
富
を
交
易
で
創
出
し
た

船
乗
り
の
覚
悟
が
し
の
ば

れ
る
。

日
本
海
海
運
の
主
力
と
な
っ

た
商
船
。
大
阪
を
起
点
と
し
て
、

日
本
海
沿
岸
の
湊
に
寄
港
し
な

が
ら
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
ま
で

年
一
往
復
で
結
び
、
各
地
で
物

資
を
売
り
買
い
し
て
利
益
を
あ

げ
た
。
米
や
海
産
物
な
ど
の
食

料
や
肥
料
、
日
用
品
等
な
ん
で

も
運
び
、
経
済
の
み
な
ら
ず
文

化
交
流
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
。
最
も
活
躍
し
た
時
代
は

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
４
０

年
代
で
、
石
川
県
で
も
加
賀
市

の
橋
立
な
ど
北
前
船
が
寄

港
し
た
地
の
寺
社
な
ど
に

多
数
の
船
絵
馬
や
ゆ
か
り

の
品
が
残
り
、
当
時
の
繁

栄
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

し
か
し
現
存
す
る
船
は
一

隻
も
な
い
。

・
建
造
目
的
…
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
日
本
古
来
の
和
船
の
建
造
技

術
や
構
造
の
発
達
過
程
を
紹
介

し
、
さ
ら
に
「
北
前
船
」
の
歴

史
や
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
財

団
法
人
み
ち
の
く
北
方
漁
船
博

物
館
財
団
が
建
造
し
た
。

・
建
造
期
間
…
平
成
１
６
年
７

月
～
平
成
１
７
年
１
０
月
（
※

冬
期
間
等
の
休
業
期
間
を
除
く
）

約
９
か
月

・
主
要
目
…
全
長
３
２
ｍ
、
全

幅
８
．
５
ｍ
、
深
さ
３
ｍ
、
帆

柱
ま
で
の
高
さ
２
８
ｍ
、
千
石

積
（
重
量
ト
ン
１
５
０
ト
ン
）

・
お
も
な
使
用
木
材
…
ス
ギ

（
青
森
県
十
和
田
産
）
、
米
松

（
ア
メ
リ
カ
オ
レ
ゴ
ン
州
）
ほ

か・
船
大
工
…
総
勢
１
６
名
、
棟

梁
：
新
沼
留
之
進
氏

国
内
最
大
級
の
復
元
北
前
船

で
、
現
在
自
力
帆
走
で
き
る
唯

一
の
大
型
和
船
で
あ
る
。
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孔
子
は
、
「
完
成
さ
れ
た
人
間
と

は
」と
問
わ
れ
、
「目
の
前
に
利
益
が

ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
も
義
を
踏
み
外

さ
な
い
」と
、
条
件
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
は
、

な
ぜ
三
千
年
に
も
渡
り

繁
栄
を
続
け
た
の
で
し
ょ

う
か
、
梅
原
猛
氏
は
、
「
自
然
崇
拝
、

と
く
に
太
陽
崇
拝
に
重
要
な
ヒ
ン
ト

が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
。

天
に
恥
じ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
だ
。

最
終
的
な
尻
ぬ
ぐ
い
を
公
的
資
金

と
い
う
、
米
に
み
る
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
を
他
国
民
の
税
金
で
や
ら
せ
る

天
才
的
な
？
詐
欺
師
達
は
、
日
本

の
原
発
の
ツ
ケ
を
国
民
の
税
金
で
や

ら
せ
る
の
と
同
じ
手
法
で
す
。

こ
れ
は
金
融
資
本
主
義
、
利
益
優

先
の
４
０
０
年
の
近
代
資
本
主
義
の

終
焉
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

内
部
留
保
に
走
り
大
企
業
に
見
る
、

人
間
を
数
字
と
し
て
扱
い
切
り
捨

て
る
新
自
由
主
義
・・。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「す
べ
て
の

商
業
は
罪
悪
で
あ
る
」と
言
っ

た
そ
う
で
す
。
商
行
為
を
詐
欺
と

見
な
す
考
え
は
、
最
近

ま
で
連
綿
と
し
て
続
い

て
き
た
・・。


